
豊
か
さ
と
持
続
性
が
調
和
す
る

社
会
の
創
造
へ
の
貢
献

株主のみなさまへ
昭和電工株式会社

別冊特集
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個
性
派
企
業
と
し
て
、

      
人
々
の

豊
か
な
暮
ら
し
へ
の
願
い
を
、

　
　  

　
　
　
　
　
　    

ペ
ガ
サ
ス
で
、

            

　   

ひ
と
つ
で
も
多
く
　具
体
化
。し
ま
す
。

連
結
中
期

経
営
計
画

新
し
い
発
想
と

深
い
技
術
力
を
も
つ

代表取締役社長

ん
で
す
が
、
良
く
準
備
さ
れ
た
計
画
が
で

き
れ
ば
、
迷
わ
ず
に
決
断
し
、
確
実
に
実

行
に
移
す
、
そ
し
て
や
り
き
る
、
と
い
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

地
球
温
暖
化
や
化
石
資
源
枯
渇
へ
の
対

策
、
情
報
化
社
会
を
支
え
続
け
る
こ
と
な

ど
、
豊
か
さ
と
持
続
性
が
調
和
す
る
社
会

を
創
造
し
て
い
く
た
め
に
、
人
々
が
想
い

描
く
夢
や
願
い
を
化
学
の
チ
カ
ラ
で
か
な

え
て
い
く
こ
と
、
今
、
昭
和
電
工
グ
ル
ー

プ
の
一
人
ひ
と
り
が
、
夢
や
願
い
を
「
具

体
化
。」
す
る
こ
と
に
強
い
意
志
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

当
社
グ
ル
ー
プ
が
定
め
た
２
つ
の
中
核

事
業
領
域
（
事
業
ド
メ
イ
ン
）
で
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
て
い
る
市
場
は
、
日
々
変
化
を
続

け
、
ま
た
新
興
国
を
巻
き
込
ん
で
ど
ん
ど

ん
広
が
っ
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で

競
争
に
打
ち
勝
ち
、
成
長
し
続
け
る
た
め

に
は
私
た
ち
自
身
が
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
場
の
動
き
を
的
確
に
と
ら
え
、
チ
ャ

ン
ス
を
自
分
の
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
周

到
な
準
備
と
予
測
が
必
要
な
の
は
も
ち
ろ

す
ば
や
く
大
胆
に
行
動
し
ま
す

■ 2つの事業ドメイン

利便性・快適性の向上
デジタル化の進展

電子機器の高品位化・高速化・高容量化・小型化
新興国・地域を中心とする生活水準の向上

健康で安全な社会
食糧・水の安全・安定供給

地球温暖化対策・身近な環境保全
高度医療の普及

エネルギー供給保障
化石エネルギー依存度の低下
省エネルギーをもたらす効率化
受容可能な再生可能エネルギー

■ ターゲット市場

基盤技術

豊かさと持続性が調和する社会の創造に貢献

進化する個性派化学

〈提供する価値〉〈提供する価値〉

先端技術 特異技術

部材・素材
ソリューション

 資源効率改善
 非従来型
 エネルギー活用
 環境負荷軽減
 資源リサイクル
 高度情報集積

 資源効率改善
 非従来型
 エネルギー活用
 環境負荷軽減
 資源リサイクル
 高度情報集積

情報・電子エネルギー・
環境

1
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大
型
Ｌ
Ｉ
Ｂ
向
け
に
は
長
寿
命
、
低
抵

抗
と
い
う
ト
レ
ン
ド
に
マ
ッ
チ
し
た
部
材
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
複
数

化
石
燃
料
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
ひ

と
つ
と
し
て
水
素
を
燃
料
と
す
る
燃
料
電
池

は
、
小
規
模
で
も
高
い
発
電
効
率
が
得
ら

れ
、
量
産
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
家
庭
向
け
に
実
用
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
燃
料
電
池
車
の
開
発
な

ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
環
境
問
題
の
解
決

へ
の
切
り
札
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
当
社
の
カ
ー
ボ
ン
セ
パ
レ
ー
タ
ー
は
、

そ
の
燃
料
電
池
の
基

幹
部
材
と
し
て
、
家

庭
向
け
エ
ネ
ファ
ー
ム

に
既
に
使
用
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
燃
料
電

池
車
向
け
に
開
発
を

促
進
し
て
い
ま
す
。

■ 家庭向けエネファームのシステム ■ 燃料電池車のシステム

■ 過充電性能比較

カーボン
セパレーター

電気

お湯

正極板

セパレーター

銅集電板
（負極）電解液

セパレータ
負極板

SDX®

負極材 正極材

アルミ集電板（正極）
導電性カーボン層

■ リチウムイオンバッテリーの構造図
　
エ
コ
カ
ー
や
航
空・宇
宙
産
業
等
向
け
の
大
型
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
、定
置
型
の
家
庭

用
や
次
世
代
エ
コ
カ
ー
用
の
燃
料
電
池
な
ど
、環
境
に
配
慮
し
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を

実
現
す
る
先
端
電
池
の
実
用
化
へ
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
グ
ル
ー
プ
は
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
期
待
が
高
ま
る
大
型
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

や
燃
料
電
池
な
ど
、先
端
電
池
向
け
の
高
性
能
部
材
の
事
業
化
を
加
速
し
て
い
ま
す
。

開
発
・
事
業
化
を
加
速
し
ま
す 

先
端
電
池
材
料

1

の
電
気
自
動
車
に
採
用
さ
れ
て
い
る
人
造

黒
鉛
負
極
材
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｇ
®
）
や
正
負
極

材
の
高
性
能
化
に
寄
与
す
る
導
電
性
添
加

剤
（
Ｖ
Ｇ
Ｃ
Ｆ
®
）
に
加
え
、
急
速
充
放

電
性
の
大
幅
な
改
善
を
可
能
と
す
る
カ
ー

ボ
ン
下
地
ア
ル
ミ
箔
（
Ｓ
Ｄ
Ｘ
®
）
の
本
格

大
型
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

（
Ｌ
Ｉ
Ｂ
）へ
の
取
り
組
み

燃
料
電
池
へ
の
取
り
組
み

LiPF6LiPF6（既存の電解質）（既存の電解質）

当社電解液に使用する新電解質当社電解液に使用する新電解質

SOC（充電率）（%）

5.5

5.0

4.5

4.0
100 150 200 250

セ
ル
電
圧（
V
）

空気空気 水素水素

水水

水素水素

燃料電池モーター 水素タンク

H2

燃料電池
ユニット

貯湯
ユニット

的
な
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小

型
Ｌ
Ｉ
Ｂ
向
け
で
は
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
に

あ
る
ア
ル
ミ
ラ
ミ
ネ
ー
ト
包
材
も
、
大
型

Ｌ
Ｉ
Ｂ
向
け
に
製
品
開
発
を
加
速
し
て
い

ま
す
。

電
解
液
に
つ
い
て
は
、
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
で
あ
る
「
フ
ッ
素
化
技
術
」
な
ど
独

自
技
術
を
フ
ル
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

熱
的
安
定
性
に
優
れ
、
酸
を
発
生
せ
ず
、

安
全
性
の
高
い
正
極
と
も
適
合
す
る
製
品

の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。 

（水素・燃料電池実証プロジェクトの
資料を基に作成）
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地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
、
先
進
国
で
の
取

り
組
み
に
加
え
、
新
興
国
に
お
い
て
も
本

格
化
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
太
陽
光

発
電
の
需
要
が
高
ま
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

化
合
物
型
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
の
製
造
に
使

わ
れ
る
セ
レ
ン

化
水
素
は
、
こ

れ
ま
で
は
輸
入

さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
国
内
で

生
産
す
る
こ
と

の
強
み
を
生
か

し
て
、
拡
大
傾

向
に
あ
る
需
要

を
取
り
込
ん
で

い
き
ま
す
。

カバー

タッチパネル
（基材＋導電膜）

液晶表示装置

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
よ
う
に
指
で
画
面
を

操
作
す
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
は
基
材
と
そ
の
上

に
形
成
さ
れ
た
導
電
膜
か
ら
な
り
ま
す
。
そ

の
基
材
と
な
る
の
が
「
シ
ョ
ウ
レ
イ
ア
ル
®
」

で
す
。

画
像
や
文
字
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
に
美

し
く
映
し
出
す
た
め
に
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
基

材
に
は
高
い
透
明
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
基
材
に
導
電
膜
を
形
成
す
る
際
に

は
２
５
０
度
も
の
高
温
処
理
プ
ロ
セ
ス
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
高
温
下
で
も
特
性
を
維
持

で
き
る
耐
熱
性
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
す
。

　
「
シ
ョ
ウ
レ
イ
ア
ル
®
」は
、
表
面
を
非
常

に
硬
く
で
き
る
こ
と
も
特
長
の
ひ
と
つ
で

す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の

画
面
に
は
表
面
を
保
護
す
る
カ
バ
ー
と
し
て

傷
に
強
い
ガ
ラ
ス
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、ガ
ラ
ス
カ

バ
ー
は
、
重
く
、
割

れ
る
危
険
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
樹
脂
フ
ィ

ル
ム
に
代
替
し
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
が
高

まって
い
ま
す
。

ショウレイアル®

半導体高純度ガスのラインナップ

太陽光発電

高
い
透
明
性
と
耐
熱
性

新
素
材
の
ポ
イ
ン
ト
1

高
い
表
面
硬
度

　
熱
に
強
く
、透
明
度
の
高
い
新
し
い
樹
脂
フ
ィ
ル
ム「
シ
ョ
ウ
レ
イ
ア
ル
®
」は
、ガ
ラ
ス
に
替

わ
る
新
素
材
と
し
て
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル・液
晶
等
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
分
野
で
の
採
用
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。当
社
グ
ル
ー
プ
は
、本
年
7
月
よ
り
パ
イ
ロ
ッ
ト
設
備
の
操
業
を
開
始
し
、早
期
の

事
業
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
を
中
心
に
半
導
体
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
、液
晶
パ
ネ
ル
、太
陽
電
池
な
ど
の
エ
レ
ク
ト
ロ
二
ク

ス
製
品
の
需
要
は
急
激
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
製
造
工
程
に
使
わ
れ
る
高
純

度
ガ
ス
の
需
要
は
今
後
も
着
実
な
伸
び
が
見
込
ま
れ
ま
す
。当
社
グ
ル
ー
プ
は
、既
存
の
半

導
体
高
純
度
ガ
ス
の
設
備
能
力
を
増
強
す
る
と
と
も
に
、新
製
品
の
市
場
投
入
も
継
続
し
て

進
め
て
い
ま
す
。

耐
熱
透
明
フ
ィ
ル
ム「
シ
ョ
ウ
レ
イ
ア
ル
®
」

2

半
導
体
高
純
度
ガ
ス

3

2

新
素
材
の
ポ
イ
ン
ト

セ
レ
ン
化
水
素

1

新
製
品
に
注
目

液
晶
パ
ネ
ル
の
エ
ッ
チ
ン
グ
用
ガ
ス
と
し

て
使
う
高
純
度
フ
ッ
化
カ
ル
ボ
ニ
ル
は
、

フ
ッ
素
系
ガ
ス
に
比
べて
温
暖
化
係
数
が
大

幅
に
低
い
の
が
特
長
で
、
処
理
コ
ス
ト
が
少

な
く
、環
境
に
与
え
る
負
荷
が
少
な
い
こ
と

か
ら
需
要
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

フ
ッ
化
カ
ル
ボ
ニ
ル

2

新
製
品
に
注
目

3
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昭
和
電
工
グ
ル
ー
プ
は
国
内
ト
ッ
プ

の
磁
石
合
金
メ
ー
カ
ー
で
す
が
、
国
内

市
場
に
加
え
、
今
後
成
長
が
見
込
ま
れ

る
中
国
な
ど
の
新
興
国
市
場
へ
の
事
業

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

レ
ア
ア
ー
ス
磁
石
合
金
事
業
は
、
偏

在
す
る
原
料
を
安
定
的
に
調
達
す
る
と

と
も
に
、
高
性
能
製
品
の
コ
ス
ト
競
争

力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

事
業
展
開
が
不
可
欠
で
す
。

広
が
る
高
性
能
磁
石
市
場

レ
ア
ア
ー
ス
磁
石
合
金
は
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
カ
ー
・
電
気
自
動
車
等
の
エ
コ
カ
ー

向
け
や
、
省
エ
ネ
家
電
等
向
け
に
需
要
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
需
要
の
高
ま

り
が
期
待
さ
れ
る
風
力
発
電
向
け
な
ど
、ハイブリッドカー用モーター

レアアース磁石合金

包頭昭和稀土高科新材料
有限公司

❸	

次
世
代
の
技
術
開
発

希
少
性
が
高
い
ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ
ム
含
有

量
を
少
な
く
し
た
次
世
代
磁
石
合
金
の

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

原
料
調
達
の
不
安
定
要
因
を
減
ら
す
と

と
も
に
、
エ
コ
カ
ー
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
製
品
の
さ
ら
な
る
高
性
能
化

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年
７
月
に
、
贛が
ん

州
の
子
会
社
の
生
産
能
力
を
50
％
増
の

年
産
３
０
０
０
ト
ン
に
引
き
上
げ
、
自
動

車
向
け
を
中
心
と
し
た
高
性
能
レ
ア
ア
ー

ス
磁
石
合
金
事
業
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

レ
ア
ア
ー
ス

磁
石
合
金

グ
ロ
ー
バ
ル
ト
ッ
プ
の

高
性
能
磁
石
合
金
メ
ー
カ
ー
へ

❶	

安
定
し
た
原
料
調
達

▼	

中
国
原
料
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
関
係

強
化
に
よ
る
調
達
多
角
化

　
中
国
に
二
拠
点
の
レ
ア
ア
ー
ス
磁
石

合
金
製
造
工
場
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
中
国
拠
点
を
共
同
で
運
営

す
る
中
国
側
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
強

化
に
よ
り
、
原
料
の
安
定
調
達
に
努

め
て
い
ま
す
。

▼	

ベ
ト
ナ
ム
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
、

	

製
錬
事
業
の
推
進
・
拡
大

　
ベ
ト
ナ
ム
国
内
外
か
ら
調
達
し
た
レ

ア
ア
ー
ス
原
料
や
磁
石
の
リ
サ
イ
ク
ル

原
料
な
ど
を
加
工
し
、
原
料
ソ
ー
ス
の

多
様
化
を
図
って
い
ま
す
。

❷	

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
製
造
技
術
に

よ
る
事
業
拡
大

秩
父
事
業
所
で
培
わ
れ
た
、
当
社
独

自
の
製
造
技
術
に
よ
る
高
性
能
磁
石
合

金
の
製
造
を
中
国
の
二
拠
点
に
も
展
開

し
、
安
定
し
た
原
料
ソ
ー
ス
の
も
と
、
コ

ス
ト
競
争
力
の
あ
る
磁
石
合
金
を
供
給
し

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
へ
の
供
給
も

拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

贛州昭日稀土新材料有限公司

昭和電工レアアースベトナム社

秩父事業所
（レアアース磁石合金製造設備）
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持続可能な社会に貢献しています
●
排
煙
の
浄
化
剤

ア
ン
モ
ニ
ア 
エ
コ
ア
ン
®

　
「
エ
コ
ア
ン
®
」
は
、

使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
原
料
の一部
に
使

用
し
た
ア
ン
モ
ニ
ア
で

す
。
火
力
発
電
所
や

自
治
体
の
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

脱
硝
用
薬
剤
と
し
て

排
ガ
ス
の
処
理
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
安
全
で
清
潔
な「
水
」

次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ 

ジ
ア
ッ
ク
ス
®

　
人
が
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要
不
可
欠
な「
水
」。

「
ジ
ア
ッ
ク
ス
®
」は
、
水
の
浄
化
工
程
で
殺
菌
剤
と
し

て
注
入
さ
れ
、
水
道
水
の
高
い
品
質
を
支
え
て
い
ま

す
。
安
全
で
清
潔
な「
水
」を
提
供
し
続
け
る
た
め
、

震
災
被
災
地
の
浄
水
場
で
も「
ジ
ア
ッ
ク
ス
®
」が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
環
境
に
や
さ
し
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ビ
オ
ノ
ー
レ
®

　
や
む
な
く
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
自

然
界
で
分
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、ど
ん
な
に
良
い

だ
ろ
う
と
い
う
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
生
分
解
性

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク「
ビ
オ
ノ
ー

レ
®
」で
す
。
微
生
物
に
よ
っ

て
、最
終
的
に
は
水
と
二
酸

化
炭
素
に
ま
で
分
解
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
農
業
用
フ
ィ

ル
ム
や
堆
肥
化
用
の
ゴ
ミ

袋
等
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
状
況

　

当
社
グ
ル
ー
プ
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、
基

準
年
比
で
平
均
13
%

（
２
０
０
８
年
〜
２
０

１
０
年
平
均
）の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

京
都
議
定
書
に
定
め

る
基
準
年
比
６
%
削

減
を
自
力
で
達
成
で
き

る
見
通
し
で
あ
り
、温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量

削
減
の
取
り
組
み
を
さ

ら
に
進
め
て
い
ま
す
。

●
水
力
発
電
所
の
活
用

　
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、当
社
で
は
国
内
４

事
業
所
に
水
力
発
電
所
を
有
し
て
お
り
、
当
社
が
使
用

す
る
電
力
の
約
24
％
を
発
電
し
て
い
ま
す
。

● 

身
近
な
と
こ
ろ
で
環
境
対
応 

●

● 

地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み 

●

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500
（kt-CO2）

2008年～2012年
目標

2010年2009年2008年2007年1990年
（基準年）

-6%-6%
-19%-19%-16%-16%

-5%-5%

温室効果ガス排出量推移温室効果ガス排出量推移
-1%-1%

アンモニア エコアン®

ビオノーレ®

水力発電所

　
当
社
グ
ル
ー
プ
の
製
品
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
と

こ
ろ
で
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
や
暮
ら
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

▼
純
国
産
技
術
に
よ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
誕
生
80
年

　
当
社
の
前
身
で
あ
る
昭
和
肥
料
㈱
が
、
純
国
産
技
術

に
よ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
に
成
功
し
て
か
ら
80
年
を
迎
え

ま
し
た
。
創
業
者
森
矗の

ぶ
て
る昶

の「
電
気
の
原
料
化
、国
産
技

術
の
育
成
」と
い
う
理
念
の
も
と
、幾
多
の
困
難
を
乗
り

越
え
、１
９
３
１
年
４
月
に
国
産
技
術
に
よ
る
ア
ン
モ
ニ

ア
が
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
、ア
ン
モ
ニ
ア
製
造
用
原
料

ガ
ス
を
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
得
る
リ
サ
イ
ク
ル

手
法
に
よ
り
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
大
き
く
貢
献
す

る
製
品
に
進
化
し
て
い
ま
す
。

▼
夏
期
の
節
電
対
応

今
夏
の
ピ
ー
ク
時
の
電
力
使
用
量
を
削
減
す
る
た
め
、

東
日
本
の
各
拠
点
で
は
、生
産
の
夜
間
や
休
日
へ
の
シ
フ

ト
、自
家
発
電
設
備
の
再
稼
働
な
ど
を
実
施
し
、１５
％
削

減
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
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昭

和

電

工

グ

ル

ー

プ

は
、

地

元

地

域

で

さ

ま

ざ

ま

な

活

動

を

行

っ

て

い

ま

す
。

ととも
に

地
域

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
美
化
を

目
指
し
て
開
始
し
た
ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
。

リ
サ
イ
ク
ル
は
今
で
は
当
た
り
前
で
す
が
、

開
始
し
た
１
９
７
２
年
は
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
前

で
、大
量
消
費・高
度
成
長
の
真
っ
只
中
で
し
た
。

当
社
は
、日
本
で
初
め
て
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の

国
産
化
に
成
功
し
、
戦
後
復
興
と
高
度
経
済

成
長
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。一方
で
、

こ
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
製
錬
は
、
大
量
の
電
気

を
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
型
の
事
業
で

し
た
。

そ
う
し
た
時
代
に
子
会
社
の
昭
和
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
缶
㈱
は
創
業
当
初
か
ら
省
資
源
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
に
立
ち
、業
界
に
先
駆
け

て
ア
ル
ミ
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
始
め

ま
し
た
。

社
員
へ
ア
ル
ミ
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
呼
び

か
け
て
始
ま
っ
た
活
動
も
、本
年
で
40
周
年
を

迎
え
、
今
で
は
、
昭
和
電
工
グ
ル
ー
プ
の

C
S
R
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、し
っ
か
り
と

地
域
に
根
付
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

回
収
さ
れ
た
ア
ル
ミ
缶
か
ら
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

地
金
を
つ
く
る
際
に
使
う
電
力
は
、
原
料
の

ボ
ー
キ
サ
イ
ト
か
ら
新
し
く
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
地

金
を
つ
く
る
時
の
わ
ず
か
３
％
で
す
。
ま
た
、

原
料
の
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
は
貴
重
な
天
然
資
源

で
す
の
で
、リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
限
ら
れ
た

資
源
を
大
切
に
使
い
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に

大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
電
工
グ
ル
ー
プ
で
は
、本
社
、工
場
な

ど
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、従
業
員
か
ら

回
収
し
た
缶
の
代
金
を
、従
業
員
の
希
望
に
よ

り
チ
ャ
リ
テ
ィ
資
金
と
し
て
預
り
、各
地
の
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
に
毎
年
寄
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、ア
ル
ミ
缶
回
収
活
動
に
取
り
組
む
周

辺
地
域
の
学
校
や
自
治
体
の
皆
様
と
共
同
で
、

回
収
活
動
を
通
じ
た
環
境
美
化
に
努
め
た
り
、

市
民
グ
ル
ー
プ
の
方
々
か
ら
、使
用
済
み
ア
ル

ミ
缶
の
買
取
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
も
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
40
周
年

あ
り
が
と
う
。

アルミニウム地金にするまでの
使用電力量比較

ボーキサイトから
アルミにする

アルミ缶から
アルミにする 3% 97%の節約

100%

リ
サ
イ
ク
ル
の
メ
リ
ッ
ト
そ
の
①

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
の
メ
リ
ッ
ト
そ
の
②

地
域
と
の
共
生

再生アルミニウム地金

（アルミ缶リサイクル協会の資料を基に作成）

学校と共同での
アルミ缶回収活動

チャリティ資金による車椅子の寄付

CAN TO CAN率リサイクル率

62.5%62.5%
93.4%93.4%

アルミ缶は日本で実に
93％がリサイクルされ、
アルミ缶の約３分の２が
リサイクル缶から生ま
れ変わったものです。 再生アルミ缶

6

010_0282390392309.indd   6 2011/08/19   17:46:15



〒105-8518　東京都港区芝大門1-13-9  Tel.03（5470）3111

IPA（イソプロピルアルコール）等
の有害物質を含む「湿し水」を使わ
ない水なし印刷を採用し、VOCの
発生を大幅に削減しています。

VOC（揮発性有機化
合物）の発生の少な
い、ベジタブルインク
を使用しています。

色覚の個人差を問わず出来
るだけ多くの方に見やすい
ユニバーサルデザインにし
ています。

見やすく読みまちがえにくいユ
ニバーサルデザインフォントを
採用しています。適切に管理された森林資源を

用紙の材料にしています。
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